













































































































































































































































































































































































加爾達額ピユニック戦史』5 ヶ所、『伊太利独立戦史』1 ヶ所、『逸話文庫』2 ヶ所、『印度蚕食
戦史』10 ヶ所、『英国文学史』11 ヶ所、『英國革命戦史』5 ヶ所、『希臘独立戦史』3 ヶ所、『希
臘波斯戦史』12 ヶ所、『希臘文学史』32 ヶ所、『希臘羅馬文学史』3 ヶ所、『幸福要訣』2 ヶ所、『フ
レデリック大王七年戦史』７ヶ所、『社会学』１ヶ所、『処世活法』1 ヶ所、『神童』16 ヶ所、『西
洋事情起源』2 ヶ所、『泰西婦女亀鑑』3 ヶ所、『哲学大意』8 ヶ所、『独逸文学史』3 ヶ所、『波
蘭衰亡戦史』9 ヶ所、『普墺戦史』9 ヶ所、『米國独立戦史』7 ヶ所、『万国百偉人』6 ヶ所、『万
国地理』8 ヶ所、『雄辯法』6 ヶ所、『羅馬文学史』22 ヶ所、『歴山大王一統戦史』17 ヶ所、『歴
史研究法』4 ヶ所、『露土戦史』2 ヶ所、『佛國革命戦史』14 ヶ所、『佛国文学史』4 ヶ所、『国
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